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2017年営業利益率10.3%は前年同期比で比べると下がったように見えるが、2016年12
月上期に発生した特別利益が影響しており、コア営業利益ベースで比べると前年同期
比で0.7%改善。
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増益要因

好調な精密減速機事業及び中国市場における好調な建機需要の継続による売上増
に伴う利益増（M&A含む）
自社での生産性向上の努力

減益要因
為替影響は軽微
成長投資の増による減価償却費増加
欧州拠点整備の費用及び研究開発費の増による販間費等の増加
16年に実施した自動ドア販売会社の買収による特別利益剥落
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有形固定資産の増加は3月に買収した欧州会社の増加及び成長投資。
社債及び借入金の増加は3月に行った買収に伴う資金調達。
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上期実績を踏まえて下期の事業環境の予測に基づいて通期予想を上方修正。
2017年12月期の配当性向も中期計画のコミットメント通り35.1%とし、配当予想は期首
計画比12円増配。
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設備投資の上期実勢は58億円となったが、検収が下期に集中しているため、通期計
画218億に変更なし。
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